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この間、千葉県内の商店街は衰退の一途です。

商店会数は２０１０年に７６９ありましたが、２０１６年には

６９４へと１割も減りました。商店会に加盟している会員数も、

２万５６１２から２万１２２２へと２割近く減っています。

しかし商店街は、単に物を売り買いするだけの場所ではありま

せん。地域に明るさや安心感をもたらし、人と人とのつながりを

広げ、お祭りなどで地域の文化や伝統も後世につないでおり、ま

さに地域の宝です。

ところがそれを支える千葉県の商店街振興予算は昨年度４９７

０万円しかなく一商店会当たり７万円程度。しかも予算が少ない

のに決算額は３１８４万円で使いきれていません。要望を聞いて

予算に計上しても、要望したところから申請がないからで、担当

課は「商店会で合意が得られないことや自己負担分が支出できな

いことなどが理由」としています。補助金は３分の１を商店街自

身が負担しなければならず、これが重荷になっているためで、県

の補助率の引き上げなどが必要です。
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１０月１９日、千葉港港湾計画を議論している地方港湾審議

会の幹事部会が開かれ、県当局が進めようとしていた船橋港（千

葉港葛南地区）の巨大道路計画について、１０年以上先送りする

ことが明らかになりました。

千葉県では今年１月、２０年から３０年を計画期間とする「千

葉港長期構想」を策定しましたが、コンテナ取扱量が２０年後に

は３倍、３０年後には４倍になるなどという過大な目標を根拠も

なく想定し、それに対応する必要があるとして３０ｈａもの埋め

立て計画や「臨港道路」と称する巨大な道路建設を船橋港で進め

ることを打ち出しました。

現在、この構想にもとづく事実上の実行計画「千葉港港湾計

画」（計画期間は１０年程度）の取りまとめが進められており、

来年５月に決定する予定となっています。その中で、葛南地区に

計画されていた巨大な「臨港道路」は、「将来も取り扱い貨物量

はそれほど多くはならない」との理由で外されることになったも

のです。

日本共産党は、いち早く巨大な無駄遣い計画について県議会で

取り上げ、根本から見直すように求めてきました。また、「三番

瀬を守る連絡会」なども建設中止を求める要望を県に行ってきま

した。今回の措置はこうした働きかけが実ったものと言えます。

一方で千葉港千葉中央地区で計画されている３０ｈａの埋め立

て計画はそのまま港湾計画に掲載されており、依然として無駄遣

いが大きな部分を占める計画となっています。


